
建設業の働き方改革の推進等について
～相模原市の取組～

令和５年１１月９日（木）

相模原地区建設業労働時間削減推進協議会



１ 施工時期の平準化

２ 適正な工期設定

３ 適正な予定価格

４ 週休２日工事

相模原市の働き方改革の推進に係る取り組み

５ ＤＸの推進

６ その他



１ 施工時期の平準化

〇ゼロ市債の活用【令和４年度】
１２月補正予算 ３３３,６６３千円（道路関連事業）

３月補正予算 １７７,３８６千円（道路関連事業）

〇繰越の手続き
施工条件の変化等により年度内のみでは適正な工期を
確保することができないと見込まれた工事について繰
越手続を実施

〇余裕期間の設定
事前に労働者の確保や資材等の準備を行うことで、実
工事期間の効率化を図る。

〇実績値 ０．７８（令和３年度）



２ 適正な工期設定

【土木】
〇 雨天、休日（４週８休を加味）、夏期休暇及び年末

年始休暇を考慮した工期設定
〇 準備及び後片付け期間の実態調査を毎年実施

⇒工期設定に反映
〇 猛暑日を考慮

⇒天候等による作業不能日に猛暑日日数を加味

【営繕】
〇 過去の同規模・同程度の工事を参考とした工期設定

【共通】
〇 施工条件の変化等に応じた工期の変更

⇒必要に応じて工期を延伸



３ 適正な予定価格

【予定価格の設定に際し使用する単価】
〇 国単価・県単価

→最新を採用

○ 県単価・市単価において、刊行物由来の資材単価
→刊行物の発行に併せて毎月改定

○ 標準歩掛が適用できない場合
→見積徴取

【物価等の変動により契約金額が不適当となった場合】
→スライド条項による契約変更が可能



３ 適正な予定価格



対象工事

原則、全ての工事（※を除く）

※災害復旧等緊急を要する工事
※作業時間及び作業日数が特定される工事
※単価契約による工事

工事評価 達成状況に応じ加点

費用計上＊ 達成状況に応じ計上
※４週８～６休の取得に要する費用

休工日 土日以外を指定可能

その他
「実施する」「実施しない」は受注者が選択

未達成でもペナルティーなし

４ 週休2日工事

【制度概要】

【実績】

令和２年度 令和３年度

４５．５％ ７１．１％

（対象工事件数に対して、実施した割合）



４ 週休2日工事

【補正係数(土木)】

補正対象
達成状況に応じた補正係数

４週６休 ４週７休 ４週８休

労務費 １．０１ １．０３ １．０５

機械経費(賃料） １．０１ １．０３ １．０４

共通仮設費(率分） １．０２ １．０３ １．０４

現場管理費(率分) １．０３ １．０４ １．０６

【補正係数(営繕)】

補正対象
達成状況に応じた補正係数

４週６休 ４週７休 ４週８休

労務費 １．０１ １．０３ １．０５



５ DXの推進（遠隔臨場）



対象工事
［土木工事の一部］→実施を必須

市が発注する土木工事において予定価格１千万
円以上かつ現場作業が１ヶ月以上の工事

通信機器
・構成及び仕様は受発注者間で協議
・受注者が準備及び運用

費用 契約後に受発注者で協議し、設計変更により対応

５ DXの推進（遠隔臨場）

【制度概要】



５ DXの推進（情報共有システム）

受発注者間で発生する書類（工事打合せ簿など）、写真、図面など
について、 インターネットを利用して提出・決裁するシステム

現行

情報共有
システム

発注者
書類（紙）を持参等

打合せ簿を紙で決裁、指示等

情報共有
システム

インターネット

監督員

受注者

現場代理人等

発注者 受注者

監督員 現場代理人等



対象工事 市が指定する工事（土木工事の一部）

工事帳票 工事打合せ書

機能要件

以下の機能の利用を必須とする
・発議書類作成機能
・ワークフロー機能（事前打合せ機能は除く）
・書類管理機能
・工事書類等入力・保管支援機能

システム 受発注者間で協議

費用 共通仮設費（技術管理費）の率分に含む

５ DXの推進（情報共有システム）

【制度概要】



５ DXの推進（ＩＣＴ活用工事）

【ＩＣＴ活用工事とは】
ＩＣＴ活用工事は、「３次元起工測量」「３次元測量設計データ
作成」「ICT建機による施工」「３次元出来形管理等の施工管
理」「３次元データの納品」の各段階でICT施工技術を全面的に
活用する工事



対象工事

市が指定する工事（土木工事の一部）

プロセス

費用 実施したICT施工プロセスに応じ、設計変更

５ DXの推進（ＩＣＴ活用工事）

【制度概要】

工 種 適 用

ICT
土工

掘削 5,000㎥以上

路体(築堤)盛土 施工幅員4.0ｍ以上 5,000㎥以上

路床盛土 施工幅員4.0ｍ以上 5,000㎥以上

ICT法面工
上記土工に伴う
工事

ICT施工プロセス 実 施

３次元起工測量 任意

３次元設計データ作成 必須

ICT建設機械による施工 任意

３次元出来形管理等の施工管理 必須

３次元データの納品 必須



[[書類の簡素化

[[書類の簡素化

６ その他

【書類の簡素化】

【営繕における電子納品】

○工事成果品の電子納品
（現状）工事成果品は全て紙で納品
・［受注者］作成に非常に多くの労力、時間を要する
・［発注者］書類の管理場所の確保が困難
⇒電子化により業務の効率化を図る

○工事関係書類の内容の簡素化
⇒受発注者間で作成書類の役割分担を明確化し、業務の
効率化、正確な書類の作成を図る



令和５年11月9日（木）
相模原地区建設業労働時間削減推進協議会 相模原市資料

【建設業の働き方改革の推進等について ～相模原市の取組～】


